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っていたという記録もあります。どうも地球は寒かったらしいと。 

 ここでのメッセージとしては、太陽の黒点の数が、その周りの惑星、その上に生存する生命、

われわれに少なからぬ影響を与えているかもしれないということを読み取ってもらえればいい

と思います。 

 

■ 惑星の磁場は生命と文明にどう影響しているのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－56〉 

〈図－56〉これは NASA の観測衛星で太陽から地球までを非常に広い視野で撮ったものです。

動画で見ると、太陽面爆発で発生した衝撃波と巨大なプラズマのかたまりが、太陽風の中を地

球に向けて伝播している現象が、ひっきりなしに起きているのが分かります。太陽から衝撃波

がほぼ常時発生していて、それらが地球にぶち当たっています。地球は太陽からのいろいろな

刺激というか、擾乱あるいは嵐に晒されているということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－57〉 

〈図－57〉問題は、これらの太陽活動が、われわれの文明や生命に悪影響を与えるのかというこ

とです。答えはイエスで、こういう太陽嵐の影響は宇宙天気擾乱と呼ばれていますが、オーロラ

が北海道で見えたり南米中米で見えたり、誘導電気によって停電したり、衛星が故障したり、GPS

の誤差が大きくなったりと、たまに新聞にこういう記事が出ます。いずれも太陽嵐の影響で、太

陽の活動は、われわれの高度に発達した文明に影響を与えていると言うことができます。 
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■ 惑星のもつ磁場の強さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－58〉 

〈図－58〉太陽の黒点には強い磁場があるとお話ししましたが、惑星にも磁場があります。

地球にも磁場があります。方位磁石で方向を知ることができるのは、地球に磁場があるからです。

金星、火星は磁場がほとんどなく、土星、木星になると非常に強い磁場があります。この理由

は別にありますが、惑星によって強い磁場を持っていたり、ほとんど磁場がなかったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－59〉 

〈図－59〉そうすると、先ほどの太陽嵐に晒される惑星は、どういうことになるのでしょうか。

惑星の持つ磁場は、衝撃波や太陽からのエネルギーの高い粒子の侵入を防ぐ効果があります。

水星、金星は磁場がほとんどないので、太陽からの衝撃波の直撃を受けます。木星、土星は、

磁場が強いので安全です。地球も磁場で守られており、衝撃波の影響をあまり受けません。

それでも先ほど言ったような GPS の障害などがときどき起きます。  
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■ 磁場のない、重力の弱い火星 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－60〉 

〈図－60〉火星の初期には、地球のような大気と海があったと研究者は考えています。ただし

火星は地球より小さくて重力が弱い。そして磁場を早い時期に喪失しました。まず重力が弱い

ために大気をつなぎとめる力が弱い。磁場がないということで、昔は太陽活動が現在よりはる

かに激しかったと思われていますので、太古の大気や水が激しい太陽活動の影響で剥ぎ取られ

て、宇宙空間に逃げてしまった。図－60 で示したのは、観測結果ではなく数値シミュレーシ

ョンです。最初に火星に大気があったのが、太陽嵐の直撃で丸裸にされてしまうという研究結

果です。 

 

■ もし地球に磁場がなかったら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－61〉 

〈図－61〉地球にはわれわれがいます。幸運なことに、磁場があるので守られています（左

図）。同じハビタブルゾーンに火星はありますが、火星にはいまのところわれわれのような生

命はいないわけです。こういう状態です（右図）。火星の表面に生命が生まれても、それを守

る磁場がなかったから、こうなったのではないかと私は解釈しています。これだけの理由では

ないかもしれませんが、地球と火星はハビタブルゾーンにあり、しかも隣り合った惑星で距離
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的にも近いですが、その運命は生命の誕生という観点では大きく異なっています。そのような

相違がどうして起きたのか？というのは非常にホットな研究トピックで、こういうことも議論

されているということをご理解いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－62〉 

〈図－62〉ハビタブルゾーンという言葉を、最初に説明しました。太陽系のハビタブルゾーン

は金星の少し外側から始まって、地球はちょうど真ん中にいて、火星もハビタブルゾーンにい

ます。ハビタブルゾーンの中では、H₂O が水として存在する。より内側では蒸発してしまうし、

より外側では氷になるので、生命の誕生に好ましい惑星は地球と火星ですが、おそらくいま言

ったような理由で、地球のみに生命が存在します。惑星の磁場による激しい太陽活動の遮蔽効

果を考えないと、このことの理解は難しいと思います。 

 

■ 地球外生命は存在するのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－63〉 

〈図－63〉さて、私のお話も終わりに近づきました。地球外生命は存在するのか？アミノ酸か

ら始まって、生命が生まれ、長い道のりで進化を遂げ、われわれが存在するというのは驚くべ

きことで、なぜこういうことが起きているのかはほとんど理解されていません。ただ、最近非
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常に面白い観測が現れました。時間がなくて詳しく述べられませんが、アルマ望遠鏡で、従来

よりも 10 倍も高い分光能力で、惑星の材料となる円盤物質を観測していたところ、生命に関

連する有機物質が続々と宇宙空間で観測されたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－64〉 

〈図－64〉原始惑星系円盤で、メタノールとかいろいろな有機分子が発見され、さらに同定さ

れていない多数の分子輝線が検出されています。「生命を構成するアミノ酸等が地球でできた」

という考え方を捨てて、彗星や小惑星に乗っかって宇宙から来たという説は、昔は少数派でし

た。ただ、現在では、こういう冷たい大宇宙で、生命構成物質のみなもとが続々と見つかって

いる状況を考えると、地球に生命が誕生しているわけですが、その元となるものは、もしかし

たら彗星、あるいは、はやぶさが探検している小惑星を通して地球に来たのかもしれないと、

次第に多くの天文学者は考えているわけです。 

 

■ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図－65〉 

〈図－65〉本日のお話のまとめですが、2020 年代後半から 2030 年代にかけて、日本が中心的
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な役割を果たして建設や運用が行わる大型観測施設により、太陽系外の地球型惑星に生命の兆

候が発見されることを予言というか、信じており、これが観測で確認されることを期待してい

るわけです。 

 そして、中心の星には黒点があり、そこでは爆発に伴う恒星嵐が起きているわけですが、そ

れが惑星上の気候・環境、生命活動や文明に大きな影響を与えることもお話しました。惑星の

磁場が生命を維持するための環境を保護していることについても、お話ししました。 

 太陽系外の惑星に生命が存在する環境が発見されたとき、今度は「われわれのような高度な

生命体が存在するか？」が天文学の大きな Big Question となると思います。最初のページの

Big Question には、「われわれのような高度な生命体が存在するか？」とまでは書いていま

せんでした。まだそこは応用問題でして、生命の兆候が発見されたあとに、天文学がこの課題

に取り組むことになると思っています。 

 地球外知的生命体による宇宙文明を発見する SETI という試みがあります。Search for 

extraterrestrial intelligence の略です。こういうことは、昔は SF の世界でしかありませ

んでしたが、天文学の新たな Big Question に、いまから 10 年くらいでなっていくとかってに

思っております。ありがとうございました。 
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【質疑応答】 

司 会： 常田先生、どうもありがとうございました。では、これから皆さまのご質問をお

受けしたいと思います。ご質問のある方は挙手でお知らせください。 

参加者： 面白いお話をありがとうございました。去年あたりに、雑誌か新聞かでかじった

のですが、地球に生命が存在する大きな理由の一つに、月という地球に比べて非常

に大きい衛星を持っていることだと書いてありました。そういったことが実はきょ

うのお話では触れられていなかったわけですが、そういったこともいまの天文学と

いいますか、生物がいる・いないということに対して、支配的な理由の一つになっ

ているのでしょうか。 

常 田： いまのご質問はとても大事で、私自身は地球の周りを回る月が地球の生命を誕生

させたという説はまだ勉強していなくて、恥ずかしながら知りません。一つコメント

させていただきたいのは、地球に生命が誕生したのはなぜかという事は、あらゆる

角度から研究しないといけないという事です。そのために、地球の「ユニークネス」

は何かと考えると、先ほど私は磁場のことを言いましたが、地球には月があるけれ

ど火星には月がない、この事もご指摘のようにユニークネスです。地球の月がなに

か生命の誕生に関係したのではないかというのは、科学の仮説として大事にせねば

ならないと思います。 

 その仮説を検証するにはどうしたらいいかというと、国立天文台の望遠鏡で太陽

系外の惑星を観測して、生命の兆候がありそうな惑星には必ず月があるということ

が分かってくると、この仮説は本当かとなってきます。まず、ファクトを積み上げ

ることが天文学の基本です。太陽の黒点と地球の黒点のように、一見関係ない事項

に関係が分かることがあります。なぜかは、はっきりしていないのですが。という

わけで、いま質問していただいたようなことは、なぜそうなっているのかと考える

前に、観測をして調べることが大事だと思います。これからの観測がどうなるかと

いうことで、期待していただければと思います。 

司 会： それではお時間の関係もございますので、これで講演を終了させていただきたい

と思います。常田先生、本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

■ このレポートは平成 31 年 3 月 12 日コートヤード・マリオット銀座東武ホテルにおいて行わ

れた、第 148 回本田財団懇談会の講演の要旨をまとめたものです。本田財団のホームページ

にも掲載されております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得て下さい。 
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